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平
成
か
ら
新
し
い
時
代
へ

満
開
の
桜
に
包
ま
れ
て

春
爛
漫　

と
き
め
き
の
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

そ
し
て　

今
年
は　

新
時
代
の
幕
開
け
と
な
る

平
成
の
三
十
年
は　

元
号
と
は
裏
腹
に　

世
界
は
荒
れ　

国
内
は
大
震
災　

大
災
害　

原
発
事
故　

少
子
高
齢
化　

人
材
難　

事
故
多
発　

無
責
任　

と　
　

不
幸
な
時
代
で
幕
を
閉
じ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

改
元
に
よ
る　

新
時
代
の
到
来
を
期
待
す
る

期
待
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く

昭
和　

平
成
の
反
省
を
新
時
代
の
構
築
に

国
民  

皆
で
行
動
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

作
家
の
五
木
寛
之
氏
は
平
成
二
十
五
年　

多
摩
養
育
園
の
講
演
会
で

「
日
本
は
世
界
か
ら
見
て
素
晴
ら
し
い
国

日
本
は　

も
う
一
度　

仏
教
を
中
心
と
し
た

国
づ
く
り
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と　

締
め
く
く
っ
た

元
気
に
巣
立
っ
た
子
ら
が
す
く
す
く
と
育
ち

老
人
ホ
ー
ム
で
は
平
穏
な
日
々
が
過
ご
せ
る　

私
た
ち
は
施
設
を
地
域
に
し　

新
時
代
を　

心
の
花
で
満
開
に
し
よ
う

社
会
福
祉
法
人
　
多
摩
養
育
園

　
　 

理
事
長
　
足
利
正
哲
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雲龍寺の桜
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第５８号

3-③-12

（単位：千円）
合計 合計

事業活動による収支 施設整備等による収支
収　入 収　入

介護保険事業収入 932,495 施設整備等補助金収入 49,997
老人福祉事業収入 781,656 施設整備等寄附金収入 0
保育事業収入 2,696,739 設備資金借入金収入 0
障害福祉サービス等事業収入 536,409 固定資産売却収入 0
生活保護事業収入 405,326 その他の施設整備等による収入 0
医療事業収入 24,057 施設整備等収入計(4) 49,997
介護予防事業収入 190,614 支　出
雇用関係助成金収入 300 設備資金借入金元金償還支出 91,951
その他助成金収入 855 固定資産取得支出 119,376
子供食堂推進事業収入 120 固定資産除却・廃棄支出 0
駐車場経営収入 2,700 ファイナンス・リース債務の返済支出 11,317
借入金利息補助金収入 4,464 その他の施設整備等による支出 0
経常経費寄附金収入 2,139 施設整備等支出計(5) 222,644
受取利息配当金収入 244 施設整備等資金収支差額(6=4-5) 172,647△         
その他の収入 61,492 その他の活動による収支
流動資産評価益等による資金増加額 0 収　入

事業活動収入計(1) 5,639,610 長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0
支　出 長期運営資金借入金収入 0

人件費支出 3,827,929 積立資産取崩収入 72,238
事業費支出 836,762 その他の活動による収入 0
事務費支出 694,548 その他の活動収入計(7) 72,238
利用者負担軽減額 400 支　出
支払利息支出 10,972 長期運営資金借入金元金償還支出 0
その他の支出 42,903 積立資産支出 202,878

事業活動支出計(2) 5,413,514 その他の活動による支出 0
事業活動資金収支差額 (3=1-2) 226,096 その他の活動支出計(8) 202,878

その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 130,640△         
予備費支出(10) 7,900
当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 85,091△          

勘　定　科　目 勘　定　科　目

 平成31年度 当初予算（概要） 平成３1年度　当初予算

平成３1年度　事業計画

 １. 重点項目
(1) �中長期的な法人運営・施設経営計画を策定し、

実践していきます。
(2) �地域公益事業への取り組みを充実し、地域の

大きな家構想の推進のため、地域との連携を
更に深化させていきます。

(3) �改編した組織により法人運営を強化していき
ます。

(4) �制度改正に伴う労働環境の整備に取り組みま
す。

(5) �保育士や介護職員の慢性的不足に対処するた
め、人材の確保・育成・定着に必要な施策を
展開します。

(6) �サービスの質の向上を図るとともに、老朽化
施設の建替えをはじめ、利用者の福利に資す
る施設環境の向上に努めていきます。

２. 重点取組項目
(1) 地域の大きな家構想の推進
(2) 運営体制の強化
(3) 長房南保育園の次期受託法人への引継

(4) 精華改築事業の推進
 ３. 管理部

(1) 長期安定経営を見据えた財務管理
(2) 地域公益事業・地域の大きな家構想の拡充
(3) 執行機能体制の構築
(4) 職員処遇及び労働環境の整備
(5) 人材確保・育成・定着
(6) 安全管理体制の強化

４. 企画室
(1) 法人事業内容の広報活動
(2) 法人事業の企画と実践
(3) 地域公益事業・地域の大きな家構想の拡充

５. 施設部・保育部
(1) 理念に基づいた介護・保育の実践
(2) 地域公益事業・地域の大きな家構想の拡充
(3) 制度改正に伴う経営戦略の立案と実践
(4) 人材確保・育成・定着
(5) 人権擁護の推進
(6) 危機管理体制の強化
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第５８号

笑
顔
を
つ
な
げ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介 

光
明
第
一
保
育
園

新
し
い
取
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た
、
子
育
て
家
庭

対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
「
孫
も
も
う
大
き
い
か
ら
こ
ん
な
に
小
さ
い

と
き
が
懐
か
し
い
」
と
満
面
の
笑
顔
。
マ
マ
さ
ん

達
と
も
交

流
が
深
ま

り
笑
顔
の

輪
が
広
が 

っ
た
。

楽
し
く
食
べ
よ
う

子
ど
も
食
堂 

光
明
八
木
町
食
堂

後
援
会
な
ど
皆
様
の
ご
支
援
の

も
と
、
オ
ー
プ
ン
よ
り
丸
2
年

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

「
こ
の
事
業
に
感
動
し
、
賛
同

し
ま
し
た
」「
子
ど
も
達
が
た

く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
る
と
思
う

と
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
、
毎

月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
の
声
。「
い
つ
も
お
い
し
い
食
事
を
あ
り
が
と
う
」

「
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
ご
褒
美
な
の
」
と
。
こ
れ
か

ら
も
ご
利
用
者
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
食
堂
を
目
指

し
ま
す
。

共
に
学
ぼ
う

ミ
ニ
公
開
講
座
　
楢
の
里

毎
月
1
回
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
や
協
力
病
院
の
医
師

な
ど
に
よ
る
ミ
ニ
公
開
講
座
を

実
施
。
八
王
子
の
歴
史
や
介
護

予
防
、
薬
の
事
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
内
容
。
利
用
者
様
、
地
域

の
方
が
参
加
し
、
一
緒
に
学
ん

で
い
ま
す
。

働
き
た
い
を
お
手
伝
い

就
労
訓
練 

当
法
人
で
は
全
施
設
に
お
い
て
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
就
労
訓
練
事
業
の
認
定
を
市
内
で

２
番
目
に
受
け
ま
し
た
。

八
王
子
市
等
の
自
立
相
談
支
援
機
関
か
ら
あ
っ
せ
ん

さ
れ
た
、
就
労
に
困
難
を
抱
え
る
方
々
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。「
そ
の
方
の
状
況
に
応
じ
た
就
労
の
機

会
の
提
供
と
生
活
面
や
健
康
面
の
援
助
を
行
い
、
対

象
者
が
困
窮
状
態
か
ら
脱
却
し
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る

こ
と
」
が
就
労
訓
練
事
業
の
目
的
で
す
。

現
在
、
法
人
の
７
事
業
所
に
お
い
て
、
延
べ
11
名
の

方
が
訓
練
に
励
ん
で
お
り
、
対
象
者
に
合
わ
せ
、
職

員
も
一
歩
一
歩
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
が
れ
み
ん
な
の
輪地

域
拠
点
ま
つ
り

施
設
が
さ
ら
に
地
域
の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
、
昨
年

度
か
ら
始
め
た
「
地
域
拠
点
ま
つ
り
」
。
夏
に
９
ヵ

所
、
秋
に
４
ヵ
所
。
企
画
か
ら
運
営
を
地
域
の
皆
様
と

共
に
。
今
年
も
各
拠
点
で
開
催
予
定
。
お
楽
し
み
に
！

介
護
を
学
ぼ
う

男
の
介
護
教
室

ケ
ア
メ
ン
の
会

現
在
３
割
以
上
を
男
性
介
護
者
が
占
め
て
い
る
と
い

う
在
宅
介
護
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
介
護
に

備
え
、
施
設
の
専
門
職
が
中
心
に
な
り
、
男
性
を
対

象
に
簡
単
な
食
事
作
り
や
仲
間
つ
く
り
の
場
と
し
て

「
男
の
介
護
教
室
ケ
ア
メ
ン
の
会
」を
立
ち
上
げ
る
。

地
域
の
大
き
な
家



平
成
30
年
度  

下
半
期
ニ
ュ
ー
ス

●�

新
年
を
祝
っ
て	

1
月

●�

高
尾
山
に
光
明
の
新
名
所

●�

節
分
会	

２
／
１
・
３

●�

３
２
０
０
名
参
加
！

　
多
摩
養
育
園
福
祉
ま
つ
り
２
０
１
８	

11
／
11

　

平
成
最
後
の
お
正
月
。
成
人
施
設
で
は
、

元
旦
に
新
年
祝
賀
式
を
開
催
。
理
事
長
が
無

病
息
災
を
願
い
だ
る
ま
の
目
入
れ
を
。
保
育

　

地
域
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
光
明
ホ
ー

ル
で
開
催
。
育
児
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
マ
マ
カ
フ
ェ
な
ど
、
「
日
頃
の
疲
れ
を

癒
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め

た
」
と
の
声
も
。

　

11
園
の
年
長
児
が
、
高
尾
登
山
に
挑
戦
。
高

尾
山
の
伝
説
に
あ
る
天
狗
の
腰
掛
杉
や
タ
コ
杉

に
目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
達
。
今
年
も
後
援
会

の
ご
出
資
に
よ
る
杉
苗
奉
納
。
薬
王
院
で
御
護

摩
祈
祷
を
受
け
、
奉
納
ご
芳
名
に
光
明
保
育

園
の
名
が
。

　

自
分
で
工
夫
し
て
作
っ
た
お
面
を
か
ぶ

り
、
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
掛
け
声
と
と

も
に
豆
を
撒
き
、
邪
気
を
払
い
無
病
息
災
を

願
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
10
回
を
迎
え
た
福
祉
ま
つ
り
。

テ
ー
マ
は
「
地
域
と
共
に
こ
れ
ま
で
も
こ
れ

か
ら
も
」
。
近
隣
町
会
、
後
援
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
に
よ
る
味
自
慢
の
模

擬
店
や
、
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
大

な
10
回
記
念
と
な
っ
た
。

　

楢
原
で
生
ま
れ
、
120
歳
ま
で
活
躍
さ
れ
た

卜
山
禅
師
様
の
御
命
日
。
雲
龍
寺
で
楢
の
里

ご
利
用
者
様

と
光
明
第

三
・
第
五
の

園
児
が
共
に

卜
山
忌
法
要

に
参
列
。

園
で
は
、
福
笑
い
や
羽
根
つ
き
な
ど
の
お
正

月
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
1
月
7
日

に
は
全
年
長
児
約
三
百
人
が
雲
龍
寺
へ
初

詣
。
初
め
て
聞
く
お
経
、
大
太
鼓
の
「
ド
ー

ン
」
と
の
音
に
、
子
ど
も
達
は
一
瞬
に
し
て

神
妙
な
姿
に
。
さ
す
が
、
光
の
子
。

4

第５８号

●�

卜
山
法
要	

10
／
26

●�

子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ	
10
／
24

●�

日
本
の
文
化
伝
承
！	

２
／
７

　

八
王
子
観
光
大
使
で
も
あ
る

五
代
目
家
元
西
川
古
柳
氏
。
江

戸
時
代
か
ら
続
く
日
本
の
文
化

を
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
継
承
し
た
い
と
の
思
い

で
、
毎
年
年
中
・
年
少
児
を



●�

運
動
会
　
自
分
で
目
標
を
決
め
て
！

「
や
り
た
い
」
が
「
で
き
た
」
に
な
る
ま
で
　
～
見
守
る
保
育
～

●�

作
品
展
　
子
ど
も
を
知
る

●�

公
開
講
座	

３
／
７

●�

そ
し
て
卒
業

●�

法
人
一
斉
防
災
訓
練	

３
／
11

●�

遊
戯
会
　
台
詞
や
振
付
け
は
遊
び
の
中
か
ら

●�

子
ど
も
の
命
を
育
む
食
育

　

や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
。「
明
日
は
こ
れ
を
や
ろ
う
！
」
毎
日
、

目
的
を
も
っ
て
保
育
園
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
。
自
分
で
「
や
り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
だ
か
ら
、
出

来
な
く
て
も
、
何
度
も
挑
戦
。
す
ぐ
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
急
が
す
の
で
は
な
く
。
私
た
ち
は
、

子
ど
も
た
ち
の
自
立
的
な
「
育
ち
」
を
見
守
り
、
支
え
る
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
光
明
の
保
育
で
す
。

　

認
知
症
支
援
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

市
内
で
ご
活
躍
の
守
谷
卓
也
氏
を
講
師
に
迎

え
「
認
知
症
に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
法
人

の
取
組
報
告
「
認
知
症
を
支
援
す
る
地
域
づ

く
り
」
に
続
き
、
「
認
知
症
？
そ
れ
が
ど
う
し

た
の
」
を
講
演
。

地
域
貢
献
と
し

て
何
が
で
き
る

か
、
改
め
て
考
え

る
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

夢
中
に
な
っ
て
遊
び
、
そ

の
中
で
の
様
々
な
学
び
や
発

見
。
立
派
に
生
き
る
力
の
基

礎
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
達
。

全
年
長
児
298
名
が
、
胸
を
張

り
元
気
に
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、

3
月
11
日
14
時
46
分
、
全
施
設
黙
祷
の
後
、

大
規
模
災
害
を
想
定
し
防
災
訓
練
を
実
施
。

万
が
一
に
備
え
、
園
児
・
利
用
者
と
共
に
日
頃

の
備
え
、
訓
練
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
。

　

食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
命
の
尊
さ
、
礼
節

等
を
精
進
料
理
か
ら
学
ぶ
。
講
師
は
、
元
大

本
山
総
持
寺
典て

ん

座ぞ 

永
昌
院
東
堂 

坪
川
民
主
老

師
。
昔
の
知
恵
と
工
夫
を
子
ど
も
や
保
育
者

の
み
な
ら
ず
、
保
護
者
や
地
域
へ
伝
承
。

運動会で 6段飛びたい！遊
びの中で何度も挑戦してき
た

リレーで勝ちたい！どうし
たら勝てるか、バトンつな
ぎも子ども同士の考えが！

「こんな踊りはどう？」「衣
装は自分で作りたい！」幼
児クラスの劇遊びは子ども
達が主体になって

作品には名前がない物も。
自分の子がどんな色を使っ
てどんな絵を描くだろうか、
想像しながら探します

「あれ？これじゃなかった」
作品を探しながら自然に家
族の会話が深まっていく

「私もたくさん言葉や歌を
覚えたよ！」

創設者直筆の保育証書

5

第５８号

対
象
に
光
明
全
園
を
巡
回
。
更
に
卒
業
を
前

に
、
全
年
長
児
が
光
明
ホ
ー
ル
で
鑑
賞
。
実

際
に
車
人
形
に
も
触
れ
目
を
輝
か
せ
る
子
ど

も
達
で
あ
っ
た
。

　

当
法
人
に
お
け
る
、
障
害

者
雇
用
及
び
障
害
者
の
就
労

支
援
に
関
す
る
継
続
的
な
取

り
組
み
が
、
障
害
者
雇
用
の

促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
認

め
ら
れ
、
八
王
子
市
長
よ
り

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

●
八
王
子
市
障
害
者
支
援
企
業
等
表
彰



感
　
謝

感
　
謝

  

題
字
・
表
紙
写
真　

足 

利 

正 

哲

期
間
：
期
間
：
平
成
30
年
9
月
1
日
～
平
成
31
年
2
月
28
日

ご
芳
情

内
田
智　

緒
方
玲
子　

小
関
伸
吾　

精
華
家
族
会　

セ
レ
モ
ハ
イ
ネ

ス
㈱　

高
橋
米
子　

内
藤
国
暁　

町
田
照
良　

松
浦
嘉
恵
子　

南
観

光
交
通
㈱　

八
木
岡
明
美　

山
来
弘
子　

渡
邊
愛
子　
　
　
　

 

以
上

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
場
圭
子　

青
木
更
羅　

赤
木
美
智
恵　

秋
月
京
子　

朝
倉
俊
子　

足
利
正
尊　

ア
ッ
プ
リ
フ
ト　

ア
プ
リ
コ
田
中
さ
ん　

阿
部
智
世　

天
野
美
知
子　

荒
井
英
明　

新
川
安
子　

安
藤
美
香　

あ
ん
ず
苑　

安
藤
貴
久
子　

飯
岡
友
紀　

飯
田
昭
子　

飯
原
絢
子　

井
口
良
雄　

池
田
恵
美
子　

池
田
光　

石
井
一
子　

石
井
正
文　

石
上
任
作　

石

阪
規
容
子　

伊
勢
恒
二　

磯
沼
孝　

市
川
和
江　

市
川
和
夫　

市
川

弘
美　

伊
藤
久
美
子　

井
上
綾
子　

井
上
純
一　

井
上
藤
江　

今
村

泰
彦　

岩
沢
果　

岩
瀬
睦
子　

宇
田
川
悦
子　

梅
沢
静
子　

浦
民
雄

江
戸
の
阿
波
螢　

江
成
由
美
子　

え
ほ
ん
の
会　

遠
藤
春
代　

追
分

囃
子
連　

大
石
英
俊　

大
内
ひ
ろ
み　

大
神
田
久
美
子　

大
木
真
佐

子　

大
木
元
子　

大
久
保
英
子　

大
澤
正
光　

太
田
英
樹　

大
竹
宏

直　

大
谷
征
也　

太
田
優
花
子　

大
西
正
恵　

大
野
香
菜
子　

大
野

清　

大
野
貞
夫　

大
野
由
美
子　

岡
田
ハ
ル
子　

岡
村
す
み
子　

岡

本
悦
江　

岡
本
恵
子　

岡
本
秀
俊　

緒
方
玲
子　

小
川
法
子　

小
川

真
貴
絵　

奥
山
孝
夫　

小
倉
祥
子　

小
倉
長
英　

小
佐
野
惠
美
子

長
田
百
々
代　

越
智
曜
子　

小
野
澤
寛　

お
は
な
し
の
た
ね　

オ
ヒ

ア
フ
ラ
サ
ー
ク
ル　

音
読
を
楽
し
む
会　

海
崎
深
雪　

加
賀
孝
博　

片
山
瑛
子　

勝
澤
幸
夫　

勝
山
洋
子　

加
藤
香
準　

加
藤
悟　

加
藤

樹
一　

加
藤
翔　

加
藤
美
知
子　

金
子
愛
子　

金
子
日
出
子　

金
子

陽
子　

金
子
芳
子　

兼
平
多
加
子　

金
野
梓　

鎌
田
智
衣　

紙
本
諭

神
藤
満
佐
子　

亀
岡
さ
つ
き　

川
内
瑠
美　

川
﨑
純　

川
嶋
榮
一　

河
村
は
る
か　

菊
地
す
み
子　

来
住
野
郁
夫　

来
住
野
幸
子　

北
島

悦
子　

木
下
紀
代
美　

木
下
幸
子　

木
下
節
子　

木
原
正
雄　

喜
ら

く
芸
能
座　

工
藤
浩
一　

国
定
詳
子　

く
に
さ
ん
ず　

功
刀
正
芳　

久
保
里
香　

熊
谷
博
子　

熊
切
裕
也　

倉
富
久
美
子　

栗
原
君
子　

栗
原
清
美　

黒
岩
と
き
子　

桑
田
厚
子　

剣
持
仁
美　

小
池
弘
三　

小
池
め
ぐ
み　

公
益
社
団
法
人
日
本
動
物
病
院
協
会　

光
明
保
育
園

保
護
者
会
連
合
会　

国
府
田
俊
男　

郷
田
公
子　

小
金
井
消
防
団
第

四
分
団　

小
金
井
南
中
吹
奏
楽　

小
関
早
苗　

後
町
せ
つ
子　

小
林

智
恵
子　

小
林
紀
子　

小
林
洋
文　

小
林
陽
子　

小
松
崎
万
俐
愛　

齋
藤
佳
子　

斉
藤
佐
和
子　

榊
英
夫　

坂
本
一
子　

相
模
原
ダ
ル
ク

櫻
井
青
子　

佐
竹
治
男　

佐
藤
君
枝　

佐
藤
静
子　

佐
藤
鷹
志　

佐

藤
智
恵
子　

佐
藤
博
子　

佐
藤
洋
子　

佐
藤
八
重
子　

佐
野
と
も
子

JerllyBerry　

塩
田
佑
季　

鴫
原
宣
子　

重
田
武
良　

宍
戸
雅
子　

柴

崎
恵
美
子　

島
崎
溫
恵
　
島
崎溫

恵　

嶋
中
純
子　

東
海
林
シ
ヅ
代

白
山
由
起　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア　

新
開
昭
子　

新
世
紀
管
弦
楽
団　

杉

山
純
子　

杉
山
理
恵　

鈴
木
カ
ネ
子　

鈴
木
幸
子　

鈴
木
孝
昭　

鈴

木
良
子　

須
田
キ
ヨ
子　

関
口
三
次
郎　

関
戸
達
三　

セ
ン
タ
ー
元
気

創
作
手
話
ダ
ン
ス
倶
楽
部　

添
石
遼
平　

園
部
ス
ワ　

髙
橋
眞
弓　

高
尾
山
と
ん
と
ん
昔
語
り
部
の
会　

高
木
陽
子　

高
橋
茂
子　

高
見

澤
淳
子　

滝
島
き
み
こ　

た
く
み
葬
祭　

田
下
香
準　

多
田
典
子　

立
川
太
三
郎　

伊
達
め
ぐ
み　

田
中
智
宣　

田
中
弘
子　

田
中
美
波

子　

田
中
美
代
子　

田
邉
孝
視　

田
原
愛
空　

田
畑
由
佳　

多
摩
養

育
園
後
援
会　

多
摩
養
育
園
ズ　

田
村
江
津
子　

為
永
登
美
子　

た

ん
ぽ
ぽ　

千
田
順
子　

千
弥
香
ユ
ニ
ッ
ト　

塚
原
良
子　

都
筑
和
子

角
田
ま
り
子　

津
橋
祥
隆　

デ
イ
ズ
Ｂ
Ｌ
Ｇ　

土
井
俊
彦　

東
京
プ

ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ
シ
ニ
ア
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ　

東
城
澪
太　

留
原
自
治
会

當
山
美
雪　

遠
竹
紅
平　

冨
沢
さ
ん　

富
田
喜
美
子　

豊
泉
黎
子　

豊
田
義
主　

中
井
み
そ
か　

仲
川
フ
ミ
子　

中
谷
頼
子　

中
村
和
也

中
村
高
士　

中
山
晶
子　

中
山
裕
司　

な
か
よ
し
こ
よ
し
の
会　

永

作
一
枝　

長
澤
民
子　

永
柴
孝
章　

楢
原
第
一
白
寿
会　

楢
原
東
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部　

成
宮
孝
子　

西
尾
ト
シ
子　

西

野
慧
子　

貫
井
南
町
中
防
災
会　

根
岸
正
美　

根
本
ヒ
ロ
子　

野
口

文
江　

野
口
凜
太
郎　

ハ
ー
ト
フ
ル
メ
イ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
ー

ム　

萩
原
し
ず
く　

萩
原
茂
樹　

橋
本
隆　

橋
本
真
澄　

橋
本
泰
子

橋
本
利
子　

畠
山
勝
実　

八
王
子
お
は
な
し
の
会　

八
王
子
市
立
第

四
中
学
校　

八
王
子
つ
む
ぎ
会　

八
王
子
マ
ジ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ　

花

島
京
子　

花
塚
郁
太　

馬
場
波
雲　

濱
田
雄
樹　

早
川
澄
得　

速
水

昭　

原
叶　

原
田
敦
子　

原
田
和
子　

原
汀　

原
山
美
佐
子　

平
井

三
枝
子　

平
林
笑　

広
瀬
優
子　

美
禅　

深
澤
彩
音　

福
澤
智
津
子

福
島
キ
ク
エ　

藤
田
幸　

藤
巻
里
恵　

ふ
た
ば
会　

府
中
市
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
元
気
一
番
！
ひ
ろ
め
隊　

船
木
文
夫　

古
川
詔
子　

古
川
千
代
子　

古
木
保　

古
木
則
子　

古
幡
則
子　

古
幡
正
比
古　

古
谷
静
子　

宝
寿
会　

星
野
も
か　

星
野
瑠
伽　

細
渕
妙
子　

細

谷
リ
エ
子　

堀
内
謙　

前
島
美
津
枝　

ま
え
は
ら
学
童
保
護
者　

マ

ジ
ッ
ク
玉
手
箱　

増
田
美
和
子　

増
渕
摂
子　

松
島
直
子　

松
田
重

雄　

真
弓
幹
子　

三
浦
勝
次　

三
浦
淡
豊　

三
浦
ト
ヨ
子　

三
上
孝

子　

三
品
久
子　

三
島
榮
子　

三
宅
カ
ズ
ミ　

美
松
和
子 

宮
越
会　

宮
越
正
子　

宮
﨑
慶
正　

宮
崎
規
子　

宮
下
町
会
婦
人
部　

宮
田
淑

子　

宮
野
哲
雄　

宮
元
友
子　

村
上
敏
雄　

元
本
郷
町
会　

茂
手
木

斉　

諸
星
正
子　

八
木
岡
明
美　

八
木
町
町
会　

谷
津
芳
子　

矢
野

美
帆　

山
来
弘
子　

山
崎
勇　

山
崎
和
子　

山
下
忠　

山
田
成
子　

山
田
宏　

山
並
ミ
チ
子　

湯
澤
光
夏　

夢
追
い
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

吉

川
政
雄　

吉
井
沙
樹　

吉
井
潤
哉　

吉
岡
聖
馬　

吉
田
健
志　

米
中

繭
子　

落
語
サ
ー
ク
ル
粋
　々

レ
ア
ウ
ク
レ
レ
加
藤
清
一　

レ
ア
ウ

ク
レ
レ
の
会　

渡
辺
栄
子　

渡
辺
艶
子　

渡
邉
剛
久　

和
太
鼓
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

以
上

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

編 後集 記 ○
資
格
取
得
○
○

社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格　

佐
藤
敦
子　

沼
田
明
子　

青
木
さ
な
え

　

石
川
由
季（
第
一
）　

原
砂
織（
第
二
）　

五
十
子
佑
美（
第
五
）　

尾

又
幸
子（
府
中
南
）　

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許　

白
井
真
由
美（
第
四
）

菊
池
め
ぐ
み（
第
七
）　

幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許　

大
田
雄
仁　

神

鳥
幸
恵　

冨
沢
陽
子　

村
木
三
佳
子　

神
林
優
子（
第
二
）　

鶴
味
の

り
こ　

桂
真
弓（
第
三
）　

小
鍋
佑
佳
子（
長
房
南
）　

調
理
師　

川

上
絵
里（
第
三
）　

保
育
士　

國
島
美
和
子（
第
七
）　

永
作
由
佳
利

（
第
八
）　

防
火
管
理
者　

太
田
都（
第
八
）

 

八
王
子
の
名
僧
　卜ぼ

く

山ざ
ん

連
載

⑮
～
町
中
の
人
は
卜
山
さ
ま
を
ど
う
み
て
い

た
か
～

　

『
む
か
し
ば
な

し
』
と
し
て
伝
わ

る
話
の
な
か
か
ら

二
つ
。

　

ひ
と
つ
、
卜
山

師
百
十
四
歳
。
一

六
二
〇
年
、
二
代

将
軍 

秀
忠
公
は
、

仏
様
の
教
え
を
聴

く
た
め
、
師
を
江
戸
城
に
お
招
き
し
た
。
し

か
し
師
は
お
断
り
し
た
。

　

町
中
の
人
は
「
御
栄
誉
を
い
た
だ
い
て
く

れ
ば
、
寺
も
潤
う
の
に
」
と
言
っ
て
、
と
て

も
残
念
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
師
は
「
檀

家
が
心
清
く
あ
る
こ
と
の
方
が
大
切
な
の

だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

　

ふ
た
つ
、
自
分
の
長
寿
に
つ
い
て
、
「
長

寿
は
天
運
な
り
、
天
運
は
母
な
り
」
と
言

い
、
「
母
の
業
は
世
の
中
を
良
く
す
る
こ
と

だ
」
と
言
い
、
「
私
は
坊
主
だ
か
ら
、
母
の

役
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
母
の
業
と

し
て
良
き
弟
子
を
育
て
て
行
く
」
と
自
分
の

使
命
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

寺
の
一
隅
に
楚
楚
と
し
て
す
え
ら
れ
た

代
々
の
住
職
の
墓
石
の
群
れ
、
広
い
大
地
を

低
い
生
垣
を
も
っ
て
区
画
し
た
草
生
す
墓
地

群
・
・
・

　

こ
の
風
景
、
卜
山
さ
ま
の
寺
へ
の
想
い
を

よ
く
表
し
て
い
ま
す
ね
。　
　
　　

文　

AM
生 雲龍寺
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第５８号

　

満
開
の
桜
と
共
に
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

AI
革
命
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
人
工
知
能
が
入
り
込
ん
で

き
て
い
る
事
を
実
感
す
る
今
日
こ
の
頃
。
し
か
し
私
た
ち

は
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
な
く
人
間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
、
ご

利
用
者
様
と
、
そ
し
て
地
域
の
人
と
、
言
葉
を
交
わ
し
思

い
を
伝
え
あ
う
、
心
と
心
で
つ
な
が
る
事
が
住
み
よ
い
社

会
の
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
法
人
の

総
利
用
者
数
２
１
８
２
名
。
今
年
は
、
22
名
の
新
入
職
員

を
迎
え
、
一
人
一
人
の
輝
い
た
人
生
の
実
現
を
目
指
し
、

職
員
一
同
心
を
込
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�
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